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仕様書 

・課題文は必ず記載すること。

・課題文に沿ったイラストが使用されていること。

※参考写真と同一のイラストである必要はありません。

※作業服は写真と同一ではなく、一般的なものをデザインしてください。

・記載の必要がない文は水色表記しております。

・赤文字、黒太文字は弊社の強調ポイントですので、目を引くデザインでお願いいた

します。（色の指定はありません）

・書体、フォントサイズについて条件はございません。

課題文 

共通項目 

カレンダー

タイトル

２０２０年度船舶安全目標 

環境安全 

基本方針 

人身災害の絶滅 

事故トラブルの未然防止 

環境保全活動の推進 

法令の遵守と基本の徹底 

安 全 宣 言 一人ひとりが人命の尊さ・危険物輸送の重大性を認識し 

１．確実な見張りと早めの避航で安全航海に徹します 

１．確実な連携と着桟三原則を守り安全着桟に徹します 

１．確実な指差呼称とＷチェックによるバルブ点検で安全荷役

に徹します 

１．確実にヒヤリ・ハットを活かし人身災害の防止を図ります 
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月別項目 

５月強調安全目標 

タイトル 安全航海の徹底 

副 題 ～私達は危険物を輸送していることを常に認識していなければ

なりません～ 

各項目 ・航海当直中は、見張りを怠らず、当直以外の作業や船橋を無人

にすることは絶対にやらない。【禁止事項】 

・当直者は厳重な見張りを実施し、避航動作は周囲の状況に注意

し、ためらわず・早めに・大きく明確に行おう。 

・自船が保持船であっても、相手船が適切に避航していない場合

は、自船から積極的に避航しよう。 

・動向不審船に対しては、余裕のある時期に注意喚起を行うとと

もに、AISの情報や VHFを使用して動向を確認しよう。特に３GP

（漁船・外国船・ガット船・プレジャーボート）には要注意。 

5S重点整備箇所  「甲板長倉庫」 

航海安全宣言 避航は、早めに大きく明確に行い、十分遠ざかるまで継続監視し

ます。 
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月別項目 

８月強調安全目標  

タイトル 触手確認と指差呼称の徹底 

副 題 ～触手確認と指差呼称・ダブルチェックは安全作業の基本です

～ 

各項目 ・指差呼称は周りの仲間にも分かるように、大きな声と大きな動

作で明確に行おう。 

・荷役バルブの開閉確認は、チェックリストを活用し、固縛され

たバルブも含め必ず触手確認しよう。 

・インジケーターの示度確認は指差呼称で確実に行おう。

・航海中の見張り、変針前後の周囲確認及び機器類の状況確認等

にも指差呼称を活用しよう。 

副題 ～熱中症の予防対策を行い、暑い時期を元気に乗切ろう！～ 

各項目 【熱中症を予防するために、次の対策を徹底しよう】 

・作業前ミーティング時には、責任者による全作業員の健康確認

を実施する。 

・こまめに休憩をとり、十分な水分・塩分の補給を行う。

・体調不良の場合は、ためらわず上長や仲間に申し出る。

・定期的に乗組員同士で体調を確認し合う。

5S重点整備箇所 「調理室・食堂」 

航海安全宣言 航海中はレーダーのレンジ切替え等有効に活用して周囲を監視

します 


